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【はじめに】

緩和ケアチーム専従看護師が配置され、院内横断的に

活動をしている。今回、初診時より転移性骨腫瘍という

BadNewsが 伝えられた患者、家族への緩和ケア外来で

のサポートを経験した。その関わ りから専従看護師とし

ての役割を考察し報告する。

【症例】

50歳 代、女性。夫と二人暮らしで2人 の子供は結婚 し

地方に在住している。主治医より緩和ケア外来へ症状の

緩和、在宅療養環境のコーデ ィネー トを患者、家族が希

望しているとの依頼があった。患者は、痺痛、倦怠感、

抑うつがあった。専従看護師は週一回の緩和ケア外来で、

症状マネージメントを行いつつ、患者の混乱を最小限に

するような問いかけをしていった。更に受診 日以外にも

《放射線治療》、《外来点滴室》、《MSWと の面談》、《電話

訪問》で経過を追い、メンタルサポー トを行 った。患者、

家族の希望を多職種へ伝達共有し、家族とは在宅療養の

継続が可能か、症状コントロールや家族のレスパイトで

の入院が必要かの話し合いを続けた。その結果、苦痛症

状や抑うつ状態が改善し、絵本の製作をしたいと訪問看

護師に話すまでになったが、数 日後、脳梗塞を発症し初

診時から約1か 月で永眠した。

【考察】

患者、家族のBadNewsに 対する脆弱性のハイリスク

要因があったが、専従看護師による症状マネージメン ト

と更に多職種との連携のコーデ ィネー トを行 ったことで

サポー トが強化でき、その有効性が示唆された。
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